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令和２年度（第13回）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

アセットマネジメント部門

秋田県

秋田モデルで最強スクラム！
～下水道がつなぐ県と市町村の未来～

秋田県知事
佐竹敬久

　秋田県では、日本一の人口減少県という危機に立ち向い、行政サービスを将来も安定的
に提供していくため、「県と市町村の機能合体」に取り組んでいます。
　下水道等の公共インフラを今後も持続し続けるためには、市町村単位ではなく、県と市
町村が協働し、一体となって課題に取り組むことが大切であるとの考えのもと、生活排水
処理事業の機能合体である「秋田モデル」を推進しました。
　住民が今後も最適なサービスを享受できるよう、これからも県内市町村との連携を進め、
更なる広域化・共同化の推進や下水道資源の利活用など、時代の変化に対応した持続可能
な事業運営に資する取組を展開してまいります。

PR ポイント! 取組の効果 !

　「県と市町村の機能合体」に向け、県下自治体が一
体となり生活排水処理事業運営の課題解決に取り組
みました。本県では、流域下水道を核に協議会を活
用して、広域化・共同化の取組を推進しています。

　処理区統合に伴う終末処理場の機能増強やＤＢＯ
方式による広域汚泥資源化施設の整備等で効率的な
事業運営や汚泥利活用を拡大しました。
引き続き広域化・共同化の取組を推進していくほか、
集約や老朽化に伴うリスクを低減するため、ストッ
クマネジメントに基づく管理を徹底します。


